
平成 29年 1月 13日 （１）

第

回
西
砂
川
地
区
文
化
祭
が

平
成

年

月

日
・

日
の
両

日
西
砂
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

昨
年
か
ら
作
品
展
示
�
演
芸
発
表

及
び
野
菜
の
販
売
を
一
会
場
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

地
域
の
皆
様
�
会
員
の
皆
様
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
の
発
表
会
で
し
た
�

作
品
展
示
会
は

月

日
・

日
の
２
日
間
行
い
�
初
日
は
１
１

０
名
�
２
日
目
は
５
８
名
と
多
く

の
方
々
の
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
�

展
示
は
会
館
一
階
の
２
部
屋
を

使
用
し
�
５
団
体
�
立
川
押
し
花

ア
�
ト
の
会
�
青
少
健
�
第
七
中

学
校
�
松
中
小
学
校
�
西
砂
小
学

校
�
と
個
人
で
は
�
恒
例
の
土
屋

京
子
さ
ん
の
油
彩
画
�
静
田
信
教
さ

ん
の
切
手
貼
り
絵
�
矢
島
ア
キ
子
さ

ん
の
書
に
加
え
�
増
田
美
枝
さ
ん
が

水
彩
画
�
吉
見
直
さ
ん
が
工
芸
品
を

初
出
展
さ
れ
�
出
展
作
品
数
は
９
５

点
で
�
い
ず
れ
も
好
評
で
し
た
�

今
回
の
特
に
目
を
ひ
い
た
作
品
は

第
七
中
学
校
３
年
生
の
�
は
り
こ
の

動
物
�
で
多
く
の
来
場
者
の
方
々
が

観
入
�
て
い
ま
し
た
�

演
芸
発
表
会
は

月

日
午
前

時
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
�

１
０
サ
�
ク
ル
�
６
２
名
の
方
々

が
５
１
演
目
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
�

舞
踊
�
カ
ラ
オ
ケ
�
軽
音
楽
�
フ

ラ
ダ
ン
ス
�
立
川
学
園
の
園
生
の

演
技
等
す
べ
て
が
観
客
の
心
を
元

気
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
�

最
後
に
出
演
者
有
志
で
�
そ
う

だ
ん
べ
西
砂
音
頭
�
を
踊
り
�
賑

や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
�
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

残
念
な
こ
と
は
�
文
化
祭
な
ど

の
行
事
へ
の
参
加
者
が
年
々
少
な

く
な
�
て
い
る
こ
と
で
す
�
立
川

市
全
般
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は
考

え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
�

若
い
方
々
の
参
加
を
願
�
て
い
ま

す
�

月

日
午
前
中
�
西
砂
会
館

駐
車
場
広
場
に
お
い
て
�
地
元
農

家
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
�

採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
と
お
花
な

ど
の
即
売
会
が
開
催
さ
れ
�
地
域

の
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
�
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西砂川地区

28

演芸出演サークル

（出演順）

１．愛好会さくら（カラオケ）

2.一心カラオケ愛好会

（カラオケ）

3.松寿会 （カラオケ）

4.カラオケ愛好会

（カラオケ）

5.一会の会 (踊り)

6.NS30s・フラカトレア

（軽音楽・踊り）

7.愛好会さくら（カラオケ）

8.松寿会 （カラオケ）

9.武蔵立川学園・おどり鯛

（踊り）

10.一会の会 (カラオケ）

11.夢幻会 (踊り）

12.愛好会さくら（カラオケ）

13.一心カラオケ愛好会

（カラオケ）

14.扇和会 (踊り）

15.西砂地区文化会

(踊り）

西
砂
川
地
区
文
化
祭
開
催

10

30

29

10

作

品

展
示

会

演

芸

発
表

会

野

菜

即
売

会

「そうだんべ西砂音頭」を踊る有志の方々

副
会
長

飯
島
勢
津
子

第
三
十
七
回

30

29
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立 川 市 民 文 化 祭 フ ェ ス テ ィ バ ル
＝ 第59回市民文化祭 2016＝

実行委員 皆川 智

平
成

年

月

日
�
土
�

時

�

時
と

日
�
日
�

時
�

時

の
２
日
間
�
立
川
市
文
化
協
会
主

催
の
第

回
市
民
文
化
祭
フ
�
ス

テ
�
バ
ル
・
展
示
の
部

が
国
営
昭
和
記
念
公
園

�
花
み
ど
り
文
化
セ
ン

タ
�
ギ
�
ラ
リ
�
第
１

室
・
第
２
室
�
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
�

西
砂
川
地
区
文
化
会

か
ら
は
�
立
川
押
し
花

ア
�
ト
の
会
��
代
表
・

西
川
洋
子
�
か
ら
６
点
�

昨
年
に
引
続
き
静
田
信

教
さ
ん
か
ら
�
切
手
の

貼
り
絵
�
１
１
点
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
�

今
年
も
西
砂
川
地
区

文
化
会
の
展
示
場
所
が

会
場
入
口
か
ら
近
く
に

設
定
さ
れ
た
の
で
�
毎

年
展
示
場
所
が
変
更
さ
れ
る
�
一

番
に
ギ
�
ラ
リ
�
の
目
に
入
り
�

大
い
に
感
動
と
共
感
を
与
え
�
観

る
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
�

初
日
は
生
憎
の
雨
で
し
た
が
�

２
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と

と
�
展
示
会
場
の
近
く
で
他
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
�
た
こ
と
も
あ
り
�

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
�

最
後
に
西
砂
川
地
区
文
化
会

役
員
の
方
々
や
�
沢
山
の
作

品
を
出
展
し
て
頂
い
た
方
々

の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
�
来
年

は
よ
り
一
層
多
く
の
出
展
参

加
者
と
�
多
数
の
作
品
を
展

示
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
�

是
非
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

致
し
ま
す
�

私
た
ち
の
会
は
�
西
砂
会
館
と

天
王
橋
会
館
を
利
用
し
�
カ
ラ
オ

ケ
好
き
な
仲
間
が
集
ま
り
�
月
３

回
程
度
で
す
が
唄
�
て
い
ま
す
�

自
分
で
練
習
し
覚
え
た
て
の
新
曲

を
披
露
し
た
り
�
昔
な
つ
か
し
い

名
曲
を
唄
�
て
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
て
い
ま
す
�

ま
た
�
活
動
の
一
つ
と
し
て
日

頃
覚
え
た
自
慢
の
曲
を
�
両
会
館

が
主
催
す
る
発
表
会
や
�
西
砂
川

地
区
文
化
会
主
催
の
文
化
祭
に
も

出
演
し
�
協
力
し
て
い
ま
す
�

年
に
一
回
の
一
泊
旅
行
�
暑
気

払
い
�
忘
年
会
を
実
施
し
会
員
の

親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
�

唄
う
こ
と
は
健
康
に
良
い
と
云

い
ま
す
�
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た

活
動
だ
と
思
い
ま
す
�

現
在
会
員
は
３
３
名
で
す
�

ご
一
緒
に
楽
し
く
�
唄
い
ま
せ
ん

か
？

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
�

初
笑
い
親
子

手
打
�
�
�
�作

�
大
会
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西砂川地区文化会の展示ブース

恒
例
の
�
初
笑
い
親
子
手
打
ち
う
ど

ん
作
り
大
会
�
を
左
記
の
要
領
で
行
な

い
ま
す
�
多
数
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
�

一生懸命作りました（H28/1)

新
会
員
の
紹
介

開催日時：平成29年1月22日（日）

午前9時30分～

場 所：西砂会館

参 加 費：1チーム（5人）1,000円

申 込 み：西砂会館（月、水、金）

先着20組
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会
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栗
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切手の貼絵押し花


